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1　はじめに

問題解決能力の育成は,理科授業に求められる中心

的な課題の一つである。この能力の育成を目指した学

習指導のあり方に関するこれまでの研究成果として,

まず第1報では,問題解決学習にかかわる意識や技能,

方略に関する小・中学生の実態調査の分析により,

小・中学生に共通して認められる課題と各々に特徴的

な課題などを明らかにした1)。また第2報では,第1

報で明らかにされた課題の一つ,つまり,小学生に認

められた観察・実験の方法・結果に関する説明能力や

結果の考察に際するイメージ化による思考に関する問

題点に焦点を当て,比暁的表現や思考を生かした理科

の学習指導のあり方について実践的に検討し,その成

果と課題を報告した2)0

ところで,授業実践を踏まえた一連の研究を進めて

いくなかで,問題解決の技能や方略とは別の視点,す

なわち,見通しを持った問題解決への子どもの意欲や

自信といった視点からも,改善されるべき問題が兄い

出されてきた。それは,自己効力感をめぐる問題であ

る。

そもそも自己効力感(self-efficacy)は, Bandura,

A.によって提唱された考えであり,学習者がある課

題に直面したとき,その課題を自分の知識や技能に

よってうまく解決できるかどうかという,解決への能

力についての自信を示す感情とされている3)。自己効

力感の高い者は,成果を得るためによく努力するが,

自己効力感の低い者は,簡単にあきらめてしまう傾向

がある。高い自己効力感は,錐しい課題でもそれに取

り組んでやり通す勇気を与えてくれるものである。こ

の自己効力感は,自分の役割を遂行して目的を達成し

たり,自己決定をして自己責任を持って課題を遂行す

る経験を通して高められることや,仲間と相互に温か

く交流し忌憧なくやりとりするなど,学び合い認め合

う中で高められることなどが指摘されている4)0

一方,理科授業における子どもの自己効力感につい

ては,森本が「子どもの学びを広げる原動力,それは,

結局,自己効力感の子どもにおける自覚化である」5)

と指摘しているように,課題の追究と解決を進めてい

く起点としてのその重要性が注目されてきているとこ

ろである。自ら課題を見つけ,自分の考えに基づいて

解決方法を模索しながら追究を進めていく学びには,

自らの学びに対する「自己効力感」の存在とその自覚

が重要であり,問題解決能力の育成にとってこの「自

己効力感」を起点とした学びの支援が不可欠なのであ

m

以上のような考えに基づき,本研究では,子どもの

自己効力感に焦点を当て,彼らの自己効力感を高める

ことを通して問題解決能力を育てる理科授業のあり方

を探ることとした。本報では,中学生を対象として実

施した自己効力感の実態調査と,その調査結果の分析

をもとに構想した授業実践の試みについて報告する。

2　子どもの実態と自己効力感を育てるための支

援の在り方

(1)中学生の問題解決の方略に関する実態調査

1)実態調査の目的

自己効力感に関して,子ども達はどのような意識な

どを持っているのか,その実態を明らかにする。

2 )実態調査の方法

(》　対象・方法

調査は質問紙法により実施し,時期は2002年6月下

旬であった。

対象は,広島大学附属三原中学校の中学校1年生の

生徒合計80名であった。

調査の実施に当たっては, 「効力感尺度-Ⅲ (浦上

1993)」6)を用いて質問紙を作成し, 「とてもよくあて

はまる」 「どちらかといえばあてはまる」 「どちらかと

いえばあてはまらない」 「まったくあてはまらない」

Takahito Yamasaki, Kazumi Shiba, Takaya Kouyama, Kazuharu Hamayasu, Kentaro Yoshihara : A Study on the

Teaching Methods to Improve the Ability of Problem Solving-Strategies of Science Teaching to Enhance Students'

Self-efficacy
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の4段階の評定尺度を設定して実態調査を行った。

(夢　分析の方法

各項目の回答について, 「とてもよくあてはまる」

を4点, 「どちらかといえばあてはまる」を3点, 「ど

ちらかといえばあてはまらない」を2点, 「まったく

あてはまらない」を1点とし,得点化をはかった。そ

して,主因子分析法を用いた分析を行い,そのデータ

の得点をもとに自己効力感についての子どもの実態を

分析した。なお,主因子分析法においては,因子の解

釈のための単純構造化を,バリマックス法によって

fT-

3)実態調査に関する結果と考察

①　因子分析による結果と考察

バリマックス回転によって3個の園子が抽出され

た。このとき,3因子による累積寄与率は45.(であっ

た。また,各項目の因子負荷量などは表1のとおりで

あった。表1において,因子負荷量の絶対値0.39以上

を示した項目の内容をもとに各因子を解釈した。

なお各因子を構成する項目は,浦上らが作成した「効

力感尺度-Ⅲ」の因子・項目と完全に一致したことか

ら,国子の命名は浦上らの指摘する因子名を参考にし

た。

なお,各因子を構成する項目とその解釈は次のとお

りである。

ア　第1因子

第1因子を構成する項目は以下の5項目であった。

Q3.日分は何かすぐれた能力をもっていると思い

ます。

Q6.何かについてたくさん知っていることがあり

ま-4".,I

Q9.世の中の役に立つ力をもっていると思いま

す。

012.日分のことを信じています。

015.物事をうまくやりとげる力をもった人になれ

ると思います。

第1因子を構成する項目は,自己の有能感や能力に

対する自覚についての項目が高い負荷を示していた。

このことから第1国子は, 「自己の能力についての認

知」に関する因子と命名した。

イ　第2国子

第2因子を構成する項目は以下の5項目であった。

Q2.今までの失敗やいやだったことを思い出し

て,また今度もそうなるのではないかと心配にな

ることがあります。

Q5.日分は心配性だと思います。

表1　実態調査の因子分析表

*表中の数値は回転後の因子負荷量を表している。

因 子
第 1 因 子 第 2 因 子 第 3 因 子

ア ン ケ ー ト設 問 項 目

15 . 物 事 を う ま くや り とげ る 力 を も っ た 人 に な れ る と思 い ま す 0 0 . 7 7 5 9 7 5 】 0 . 1 0 18 7 - 0 . 24 4 8 4

3 . 日 分 は 何 か す ぐれ た 能 力 を もっ て い る と思 い ま す 0 0 .7 2 6 9 3 1 0 . 3 4 7 9 4 0 . 0 9 1 0 7 4

12 . 日 分 の こ と を信 じて い ま す 0 0 . 5 9 5 6 2 6 0 .0 1 6 1 8 1 - 0 . 2 8 3 0 6

6 . 何 か に つ い て た くさ ん 知 っ て い る こ とが あ りま す 0 0 .5 3 0 6 0 6 】 0 . 0 8 8 9 - 0 . 1 7 9 8 1

9 . 世 の 中 の 役 に立 つ 力 を もっ て い る と思 い ま す 0 0 .5 1 9 12 4 ー 0 . 0 8 4 8 8 - 0 .2 8 3 0 6

14 . 何 か を し よ う とす る と き, 「う ま くで き な か っ た ら ど う し よ う」 と不
ー0 . 1 1 7 0 8 0 . 8 4 8 1 0 2 0 . 0 2 2 3 7 3

安 に な る こ とが 多 い で す 0

l l . 小 さ な 失 敗 を気 にす る ほ うで す 0 - 0 . 0 9 5 4 4 0 . 7 7 3 5 4 8 0 . 2 4 9 3 0 1

5 . 日 分 は 心 配 性 だ と思 い ま す 0 】0 . 1 3 4 4 3 0 . 7 2 5 3 8 8 】 0 .0 4 6 3 1

2 . 今 ま で の 失 敗 や い や だ っ た こ と を 思 い 出 して , ま た 今 度 もそ う な る
0 .0 6 8 0 9 5 0 . 3 94 8 0 4 0 . 3 2 9 9 3 2

の で は な い か と心 配 に な る こ と が あ り ま す 0

8 . 何 か を す る と き, ど う や つ た ら よい か 決 め ら れ な く て , 取 りか か れ
- 0 . 2 6 7 7 4 0 . 3 9 2 0 2 2 0 . 2 6 2 7 3 8

な い こ と が あ りま す 0

4 . 何 か を や り と げ る 前 に あ き ら め て し ま う こ とが 多 い で す 0 】 0 . 0 6 4 9 9 0 . 2 9 6 5 2 6 0 . 6 16 0 7 2

1 0 . い や な こ と で も, そ れ を や り とげ る ま で が ん ば り ます 0 0 . 1 5 6 3 9 6 - 0 . 14 5 3 4 0 .5 6 6 6 6

1 . 1 回 で う ま くい か 尊 く て も, セ き る ま で が ん ば り続 け ま す 0 0 .3 2 3 6 14 - 0 .0 7 2 8 3 - 0 .5 6 4 7 3

1 3 . ね ぼ りづ よ い ほ う です 0 0 .′2 9 9 6 8 8 0 . 1 0 94 2 5 ⊥ 0 . 4 4 2 9 7

7 . む ず か しそ う な 問 題 で あ れ ば , 挑 戦 す る 前 に あ き ら め ま す 0 - 0 . 2 6 3 3 0 . 0 3 2 7 2 5 0 . 4 0 4 4 5 6

二 条 和 2 . 4 4 6 1 2 3 2 . 4 2 7 6 0 2 1 . 8 8 2 8 1 2

寄 与 率 1 6 . 3 1 % 1 6 . : 1 2 .5 5 %

累 積 寄 与 率 1 6 . 3 1 % 3 2 .1 4 5 .0 4 %
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Q8.何かをするとき,どうしたらよいか決められ

なくて,取りかかれないことがあります。

Oil.小さな失敗を気にするほうです。

014.何かをしようとするとき, 「うまくできな

かったどうしよう」と不安になることが多いです。

第2因子を構成する項目のうち,失敗に対する不安

ということに関する014. Oil. Q5が高い負荷を示

していた。このことから第2因子は, 「失敗に対する

不安の抑制」に関する因子と命名した。

り　第3因子

第3因子を構成する項目は以下の7項目であった。

1. 1回でうまくいかなくても,できるまでがん

ばり続けます。

Q4.何かをやりとげる前にあきらめてしまうこと

が多いです。

Q7.むずかしそうな問題であれば,挑戦する前に

あきらめます。

QIO.いやなことでも,それをやりとげるまでがん

ばります。

013.ねぼりづよいほうです。

第3因子を構成する項目のうち,問題解決を遂行す

るということに関する　4. QIO. Qlが高い負荷を

示していた。このことから第3因子は, 「問題解決を

遂行することの持続性」に関する国子と命名した。

(9　実態調査の集計結果と考察

それぞれの園子について,各項目の平均値にもとづ

きその傾向を考察した。

ア. 「自己の能力についての認知」に関する因子につ

いて

自己の能力についての認知

1.6　　　　　2　　　　　　2.5　　　　　3

蝣15.物事をうまくやりとげ
る力をもった人になれる
と患います。

H 12.日分のことを信じてい
ます.

口9.世の中の役に立つ力を
もっていると思います。

匿8,何かについてたくさん
知っていることがありま
す。

昏3.自分は何かすぐれた
能力をもっていると思い
ill

図1

図1から,知識面では自己に対して自信を持ってい

るが,自分の能力に対する自信が低く,自己に対する

有能感も低い傾向があるということが伺えた。

ィ. 「失敗に対する不安の抑制」に関する因子

この因子の項目は,逆転項目なので反転して得点化

した。

失 敗 に 対 す る 不 安 の 抑 制 ■ 1 4」可 か を し よう とす る とき . 「うま く

で き な か った ら ど うしよ う」と 不 安

s

野

陣
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い か 決 め ら れ な くて . 取 りか か れ
な い こと が あ りま す 。

白 5 J自 分 は 心 配 性 だ と 患 い ま す 。

g l 2 ー今 ま で の 失 敗 や い や だ っ た こと
を 思 い 噂 して . ま た 今 立 も そ うな る

の で は な い か と心 配 にな 竜こ と が
あ りま す 。

8 2 2 .2

図2

図2から,どの項目も中央値の2.5より低い値を示

しており,失敗することを恐れている傾向が強いとい

うことが伺えた。特に,過去の失敗にこだわったり,

失敗を避けるために消極的になったりする傾向が強い

ことが伺える。

ウ. 「問題解決を遂行することの持続性」に関する因

子について

項目7は,逆転項目なので反転して得点化した。

間題解決を遂行することの持続性 113.13ぼりづよいほうで
す。

匿10.いやなことでもIそ
れをやりとけるまでがん
ばります0

a 7.むずかしそうな問詰
であれば.挑戦する前
にあきらめます0

蝣4.何かをやりとげる前に
あきらめてしまうことが
多いです0

蝣1.1回でうまくいかなく
てもーできるまでがんば
り続けます。

a
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図3

図3から,この因子については,全体的に高い値を

示しており,特にうまくいくまで何回も試みることに

ついては,かなり持続性が育っているということが伺

えた。

以上の結果から,次の実態がわかった。

・子ども達は,自分の能力に対する自信や有能感が低

iSB

・子ども達は,失敗や困難を避ける傾向が強い。
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(2)自己効力感を育てるための支援の在り方

子ども達の実態をふまえ,自己効力感を高めるため

には,次の3つのことが必要であると考えられる。

一つ目は,自分が何に対して力を発揮し,どのよう

に行動することが問題解決につながるかということ

を,子どもに具体的に意識できるようにすることであ

る。子ども達は,力を発揮すべき方向性とそのための

手段が明確に意識できるようになったとき,大きな力

を発揮する。

二つ目は,単元を通して問題解決を成し遂げたとい

う達成感や,他者との学びにおいてどうかかわり合え

たのかという成就感を味わわせることである。自己効

力感につながるどのような力を育んだとしても,達成

感・成就感が伴わない限り自己効力感というものは感

得しにくい。

そこで,子ども達が力を発揮すべき方向性と実際の

自己の変容を具体的に認識し,それを肯定的に評価す

る場を設定することが大切である。また,単元の終わ

りにおいて,一人一人が自分は成し遂げたと実感でき

るように,一人一人の課題解決に向けたきめ細かい支

援も必要である。

三つ目は,失敗に対する不安を取り除く環境づくり

や失敗から学ぶ雰囲気づくりを行うことが重要であ

る。

これら3つの観点から,問題解決学習において自己

効力感を高めるためには,授業過程に次の5つの視点

を取り入れることが必要であると考える7)0

①　直接経験・モデリングの場の設定

「やれる」という自信を高めるには,めざす活動を

直接経験することにより, 「できそうだ」という実感

を得させることが必要である。そこで,学習のスター

トに直接経験の場を設定する。また,自分がやろうと

することとよく似た活動にふれさせるモデリングの場

を設定することによって,自分にもできそうだという

自信と意欲をもてるようにする。

②　自己選択・自己決定の場の設定

課題づくりにおいて,子どもが自分の考えで自己選

択し,自己決定できるように子どもの考えや思いを生

かした学習テーマを設定させる。

@　役割遂行・自己責任を持たせる支援

実験の計画・準備・実行の段階で子どもが自己の責

任を自覚してその役割を遂行できるように支援する。

(り　自己評価の場の設定

子どもが自分の目標を決め,自分なりの評価の観点

を設定して自らを振り返るような自己評価を行う。そ

のことを通して,自らの変容を肯定的にとらえて自信

がもてるようにするとともに,目標と現実とのずれを

調節し計画を修正していくためのメタ認知能力を育成

する。

(9　相互評価によるはたらきかけ

自己効力感は,他者からの前向きな認め,励まし等

によっても高められる。そこで,相互評価を行うこと

により,自己評価に客観性を加え,子どもの自信を高

め,意欲が持続するようにさせる。

3　授業の実際

(1)授業実施の対象と時期

広島大学附属三原中学校第1学年80名を対象とし,

平成14年7月に行った。単元は中学校理科第1分野「光

の進み方」であった。

(2)単元の目標

光の反射や屈折の観察や実験などを通して,光の進

み方について理解させるとともに,光についての基礎

的な見方や考え方を養う。

(3)授業の構想

自己効力感を高め問題解決能力を育てるには,子ど

もが自ら問題を設定したり,方法や用具を自ら決定し

たりするような自己決定の場を設定し,自ら計画を立

てて学習していく。そして,自分で計画を立てて実行

した場合には,自分の計画を含めて,その実行がよかっ

たのかどうか自己評価する場を設定してやる必要があ

る。そのことによって,子どもが自らの変容を自覚し

ていくことができると考えられる。

そこで,学習計画を立てる時に,子ども達から出さ

れた問題を課題テーマとし,一人一人の子どもが,そ

の課題テーマをもとに自分の興味・関心に沿ってグ

ループを編成し,課題を解決するための方法や計画,

必要な用具なども自己決定できるようにした。

図4に授業の構想図を示す。子ども自らが解決方法

を考えて計画を立て,解決していき,その過程を自己

評価しながら解決方法を吟味し修正していくような授

業を図4の1-8段階で計画した。また, 2(2)で逆ベ

た5つの視点を,以下のように具体化した。

○　直接経験・モデリングの工夫

導入段階では,子どもが自然の事物や現象に接して

疑問や不思議を感じるよう,題材の提示の工夫をする

必要がある。そこで,光に関する基本的な現象につい

て自由に実験を行うことによって,疑問や不思議を感

じ自分自身の問題を兄いだすことができるように工夫

した。また,実験の計画段階においても,自分のテー

マとする現象に触れる経験を繰り返すことにより,解
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己

w

iB
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5 4 を もと に予鱒 実験 (実額計 画書 の捗 正 ) l ←

↓
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I
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互
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図4　「光の進み方」の授業構想図

決への意欲を高めるようにした。

○　自己選択・自己決定の場の工夫

自分たちが経験したことの中で同じ興味や疑問をも

つもの同士でグループをつくり,課題テーマを決定さ

せた。

○　役割遂行・自己責任を持たせるための工夫

自分たちの責任で実験計画書をつくり,予備実験を

行い,計画を修正させるようにした。

○　自己評価の工夫

問題解決について自らプランニングし,実験の進行

状況をモニタリングしたり修正したりするためには,

自己評価できるワークシートなどの工夫が必要であ

る。そこで,実験計画書・実験レポートに自己評価欄

を設定し,問題解決のそれぞれの過程で自己評価した

ことを自由記述によって記録できるようにした。

○　相互評価の工夫

実験レポート発表会において,各グループの実験結

果を交流しあうとともに,その発表内容についての相

互評価カードを各グループにフィードバックした。

(4)指導計画と自己評価

指 導 計 画 評価計画とそのねらい

第 1時

光の反射 .屈折のワー 自己評価票 1

クショップ

自由試行による実験

問題解決活動の意欲の
喚起

* 意欲を喚起できたか

$ L'I

学習テーマの決定 自己評価票 2

学習の日的 .ねらいの * 目的 .ねらいが理解
理解

課題別グループの決定

できたか

第 3 時 実験計画書の作成
自己評価票 3

* 問題解決の進行状況

第 4 時
予備実験, 実験計画書 自己評価票 4
の修正 * 問題解決の進行状況

第 5時
本実験, 実験レポート 自己評価票 5

の作成 * 問題解決の進行状況

第 6 時
迫実験, 実験レポー ト自己評価票 6
の完成 * 問題解決の進行状況

第 7 時 実験レポー ト発表会
自己評価票 7

* 解決成果の理解状況

※　自己評価票8 (*相互評価の交流)については単

元終了後に行った。

なお,問題解決のそれぞれの過程における子ども達

の意識の変化を見るために,図4の授業構想図の中の

第2, 3, 4, 5, 6, 7,　段階と事後において,

4段階SD法による自己評価票を回答させた。その自

己評価票の一例を図5に示す。ただし,自己評価票に

用いた項目は,授業の各段階に応じて選定した。
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図5

(5)授業実践の概要

図4の授業構想図に基づいて,授業実践を行った。

図6に直接経験から学習テーマ設定までの実際の学習

過程を示す。

子ども達は自由に実験器具を使って「こんなことが

あるんだ」 「プリズムに光を当てると虹ができるんだ」

と驚いたり楽しんだりしながら,気付きや疑問点を出

し合うことができた。

ワークショップ形式による自由試行の結果,子ども

達が気付いた点や疑問点を整理し,それらをもとに,

図6の0-(封までの5つの学習テーマを話し合いに

よって設定した。

テーマが同じ子どもによってグループを編成し,千

どもが自分で解決方法を考え,実験計画書の作成を

行った。そして,予備実験を行い,実験方法や実験器

具の見直しなど実験計画書の修正を行い,本実験を
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図6　テーマ設定までの流れ

行った。

子ども一人一人が理科実験レポートを書いた後,そ

れぞれのテーマごとのグループで実験方法や実験結果

について発表を行った。その際に,他グループの発表

について相互評価を行い,その後その相互評価の交流

会をもった。

4　授業実践の分析と考察

3(3)で述べた5つの視点を検証するために自己評価

票1-8の評定平均値をもとに,自己効力感の変容に

つながると考えられる問題解決の意欲や内容の理解,

目的意識,次の授業への期待感,やる気の変化などに

ついて図4の「問題把握」 「プランニング」 「実行」「評

価」の段階ごとに分析した。また,事後に行った「効

力感尺度-II」による調査をもとに,自己効力感の変

容についても分析した。

(1)自己評価票の分析

1)「問題の把握」の段階

図7は,問題把握の段階で実施した自己評価票1の

評定平均値を表したものである。

図7によると,まず,項目④(り⑲の値が高かったこ

とから,子ども達は実験や現象に強い知的好奇心を示

し,次の授業への期待感が高かったことがわかる。ま

た,項目(9が比較的高いにもかかわらず項目⑦の値が

低かったことは,授業の内容は理解できても結果を説

明できないため,導入の段階で現象に強い疑問を持っ

ていたことを示しているのではないかと考えられる。

このことは,ワークショップのプリズムの実験で光を

自己評価票1
nassa山廼

・i6次の授業が楽しみ

・富招菜LIJ事が身に付いた

署員しい珪間がわいてきた

ffijISH闇BSE

・迫溝助は両t']い

き:′実毅の記1割まよくとった

壬・どんな変化が起こるか楽しみ

一、に　蝣>.i . 、  メ

L5　　　　　2　　　　　2.5　　　　　3　　　　　3.5　　　　　4

図7

当てると虹のできる方向は理解できるものの,そのメ

カニズムをうまく説明できないた捌こ,プリズムの実

験に興味をもったグループが多かったことからも推測

できる。これらのことから,問題把握の段階で直接経

験・モデリングを行うことは,知的好奇心を喚起し,

次の授業への期待感を高める上で有効であったと考え

られる。

2)「プランニング」 ・ 「実行」の段階

図8に実験のE]的の理解,図9に実験のテーマの設

定,図10に計画の立案状況に関する評定平均値の変化

を示す。

図8では,自由試行による実験(自己評価票1)か

ら実験計画を立てる段階(自己評価票3)にかけて値

が上昇していた。また,図9 ・図10では項目の値が実

実 験 の 目 的 が よ く わ か っ た

3.a

3

2一5

2
自己評価票 1 自己評佃票 2 自己評佃票 3

実 験 の テ ー マ が う ま く 立 て ら れ た

.a

3

2 .5

2

/jL

自 i l <- i H で ∵ 七 ↑ j H ㍉ 寸 i'.'j -'.'. i M i ',. ,-蝣:蝣'''; < ; n ∴ H .+ 十 十 十

図9
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実 験 の 計 画 が う ま く 立 て ら れ た

3 .a

3

2 .5

2

自己評価票 3 自己評佃一票 4 自己評価票 5 自己評価 書6 自己評価漂 7

図10

験計画の修正(自己評価票4)の段階でやや低くなる

ちのの,その後上昇していった。実験計画の修正段階

(自己評価票4)において値が低かったのは,計画の

修正・吟味の段階でテーマを再検討したためであると

考えられる。これらのことから,自分たちでテーマを

設定し実験方法を考えたことで,実験の目的について

の理解が次第に深まり,また,実験計画の修正を行い

ながら学習を進めていったことで,テーマについての

理解が次第に深まり実験計画の立案も容易になって

いったことが分かる。

3) 「実行」 i 「評価」の段階

実 験 方 法 を 説 明 で き る

I.b

3

2.5

2
自己評価票 3 自己評価票 4 自己評価票 6 自己評価票 7

わ か ら な い 点 が 言 え る

3 .3

3

2 .5

2

/ 、、ー

t i i ! .-i i'.Y -v i i u i .. i :.'j " ': > '蝣 i h '. , f : 'iサ :

図11に実験方法の説明,図12に疑問点の整理状況,

図13に授業内容の理解に関する評定平均値の変化を示

す。

図11・図12においては,自己評価票4から自己評価

票6にかけてともに比較的高い値を示している。この

ことから,実験方法の理解が深まり疑問点の整理が進

んでいったことがわかる。しかし,自己評価票7につ

いてみると,図11では減少し,図12では上昇していた。

このことは,レポート発表会における相互交流の際,

実験方法に関する他のグループからの質問に対し自分

たちの実験方法をうまく説明できなかったことで不十

分だった点が明確になり,自分たちのとった方法につ

いての吟味が深まったためではないかと考えられる。

図13では,問題解決の進行にともなって徐々に高い

値を示しており,授業内容の理解が深まっていること

が分かる。特に自己評価票6-7にかけて急に上昇し

ていることから,レポートの作成や発表会での説明に

よって,結果の考察やその内容の吟味が進み,授業内

容の理解がさらに深まっていったことが分かる。

授 業 内 容 が 身 に 付 い た

3.a

3

2.5

2 自己詳伝, 亨伝

図13

また,図14は事後に行った自己評価票8の評定平均

値を示す。

図14から,項目①(亘×3④の値が高いことから,子ど

も達が相互評価に対して肯定的な印象を感じることが

できたことがわかる。このことは,レポート発表会後

自 己 評 価 票 8
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においてお互いの相互評価を交流し合い,他者からの

アドバイスや励ましを受けたことで,自分たちが実施

した実験に対する成就感が高まり相互評価の有効性を

実感できたためだと考えられる。

4)全体を通して

図15は次の授業-の期待感,図16はやる気に関する

評定平均値の変化を示す。

次 の 授 業 が 楽 し み

3.a

3

2 .5

2

∵
i
き当

%i

2

や る 気 が 出 た

3.5

3
i

2 5 妻

こ′yC<ミミ.ミそこ

,. n

図16

図15・図16においては,自己評価票1-5の間では

高い値を示しているが,自己評価票6でいったん減少

し,自己評価票7で再び高い値を示している。このこ

とは,問題の把瞳からプランニング・実行において自

己選択や自己決定をしたり,計画・修正をする学習で

はテーマや実験方法などの授業内容の理解が深まった

りしたことが,高いやる気と次の授業への期待感を維

持していたことにつながったのではないかと考えられ

る。また,レポート発表会で表現することもやる気を

引き出すことにつながったのではないかと考えられる。

1)から4)で述べたことから,次のようなことが指

摘できると思われる。

・導入段階で,直接経験やモデリングを行うことは

知的好奇心を喚起し,やる気を高めることにつな

がった。

・　プランニング・実行の段階で,自己責任において

テーマや方法を自己選択・自己決定させることで,

実験の目的についての理解が次第に深まっていっ

た。また,実験計画の修正を行わせたことで,解決

方法の理解や解決への見通しにつながっていった。

実行・評価の段階で自己評価を行わせたことによ

り,実験方法の理解が深まり,疑問点の整理が進ん

でいった。

レポート発表会における相互評価により,結果の

考察やその内容の吟味が進み,授業内容の理解がさ

らに深まっていった。

自己決定や自己選択などを取り入れた問題解決

や,問題解決に伴う内容の理解の深まりは高いやる

気や次の授業への期待感につながった。

(2)事後の実態調査の分析と考察

単元「光の進み方」を学習した後に,事前と同じ自

己効力感についての4段階評定尺度法によるアンケー

トを実施した。

それぞれの因子について,各項目の評定平均値にも

とづき考察する。

ア. 「自己の能力についての認知」に関する因子につ

いて

この園子については,事前・事後で全体としてわず

かではあるが減少している。これは自分たちの課題の

解決が困難であったことから,自分の能力について厳

しい評価をしたためではないかと考えられる。このこ

とは,自己選択を子どもにさせる授業における課題設

定の重要さと難しさを示していると言えよう。

自己の能力についての認知

旧湿EH呂pita乱HttSSヨ
患います,

12.日分のことを借じています.

9 fit*.1)中の良(=立-一蝣蝣Jitもっていると思いま1.

SJsf'HI声hdsjサヨ現題EE4I23事u:ESiDJUiH

3.自分は丙かすぐれた能力をもっていると思いま
す.

図17　因子1

ィ. 「失敗に対する不安の抑制」に関する因子

この国子の項目は,逆転項目なので反転して得点化

した。

この因子については,失敗を恐れる傾向が減少して

いるが,それは実験計画の修正をくり返したためだと

思われる。また,困難な状況での積極性が低下してい

るが,これは課題解決が難しかったためだと考えられ

る。
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図18　因子2

ウ. 「問題解決を遂行することの持続性」に関する因

子について

項目7は,逆転項目なので反転して得点化した。

問覇解決を連行することの持続性

1 3.ねばLJづよいほうです.

1Llいlヽ'jことでも　tfi*l>"iiffr*で^1ヽ!i"*t.

mst顎SK3&]止nganEi朋EIE甜eaヨヨⅧEj
l.

九蘭essa且HfMslB3昌盟SHE!呂mswvssm

u : p敵輸完FaaJ55EH*3K*S*S*iい駅はlE::.ォE5J<

H

II
zz

2.3　　2.4　2.5　　2.6　　2.7　　2.8　　2.9

垣尊敬旦草創

図19　因子3

この因子については,困難なことや嫌な事への持続

性は,わずかではあるが向上していることがわかる。

これは実験計画の修正を試行錯誤しながら進めたた

め,失敗から学ぶという姿勢が少しずつではあるが形

成されてきたためではないかと考えられる。

5　おわりに

問題解決学習において自己効力感を高める授業方略

の実践とその分析・考察の結果,以下の5点が指摘さ

n;∴

(D　自己効力感についての中学生の特徴の一端を明ら

かにすることができた。今後は,このことを小学生

の特徴と比較することにより,各学校段階における

系統的な支援を考える手がかりにすることができ

る。

②　直接体験やモデリングを取り入れることは,導入

段階においては子どもの知的好奇心を高めることに

つながると考えられる。

③　子どもに自己選択・自己決定を行わせ自己評価し

て進める学習は,解決の意欲を持続させるとともに

内容の理解を深めたり,解決への見通しを持たせた

りする上で有効であったと考えられる。

④　相互評価を行うことは問題解決の結果の考察や内

容の吟味につながり,相互評価に対する肯定的印象

を子どもに感じさせることができた。

⑤　子どもが実験計画を修正し試行錯誤しながら進め

る学習は,失敗から学ぶという姿勢を子どもに形成

し,自己効力感のうち「問題解決を遂行することの

持続性」を高めることができた。

また,課題として以下の2点があげられる。

①　課題の困難さの程度により,自己効力感が変化す

るのではないかと考えられる。今後は,子どもにとっ

て程よい課題を設定し,それに対する目標設定や課

題解決の在り方を検討する必要がある。

②　授業過程の段階においてもやる気が変化すること

から,自己及び相互評価を行うタイミングを検討す

る必要がある。
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